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論文内容の要旨

本研究の目的は，パイライト型 CoS z と Pd-Fe 系規則合金の電子状態を共鳴光電子分光 (RPES)，高分解能光電子

分光 (HRPES)，軟X線光電子分光 (XPS) ，逆光電子分光(IPES) ，軟X線吸収 (XAS) における磁気円二色性

(MCD) とし 1 った高エネルギ一分光法を用いて明らかにすることである。

光電子分光による 3d 遷移金属化合物の電子状態の理解を大きく促してきたものに，そのスペクトルに見られるサ

テライトの存在がある。しかし， CoS z の内殻 XPS や価電子帯光電子分光のスペクトルには明確なサテライトが見

られなし」本研究ではそのサテライト領域に隠された構造を Co2p 内殻吸収端の RPES により明らかにする。また，

CoSz の HRPES の測定により， フェルミ準位近傍に結晶場分裂による t2g 軌道と eg 軌道に対応するこつの構造を観測

した。 Co2p 内殻 XAS-MCD の結果から low spin 状態をとる Co3d 軌道に有限のくLz) (くLz)/<Sz) =0.18) を観測

した。この有限のくLz) の起源をクラスターモデルによる解析から考察する。また， S2p 内殻 XAS に顕著な MCD

を観測し，強磁性体中の非磁性サイトの電子状態の研究にも MCD が有効であることを示す。

これまで光電子分光スペクトルのサテライトは Ni 金属を除き，主にイオン結合性の絶縁体に多く見られてきた。

本研究では Pd 3 Fe 規則合金の Fe2p 内殻 XPS に見られた顕著なサテライトを報告し，フェルミ準位近傍の電子状態

の実験結果をもとに，サテライトの起源を考察する o HRPES , IPES の結果は Pd 3 Fe でフェルミ準位直上に局在化し

た Fe3d 非占有軌道の存在を示唆しており，これがサテライトの出現に本質的であると考えられる。その出現機構は

絶縁体の場合と同様に電荷移動による機構で説明できる o PdFe の Fe2p XPS に見られたサテライトは Pd3Fe に比べ

小さいが， これは Fe3d 非占有軌道の遍歴化によると考えられる o また， Pd3Fe の局在化した Fe3d 非占有軌道が Fe

サイトの比較的大きな局在磁気モーメントの原因と考えられる。

論文審査の結果の要旨

本研究は，パイライト型 CoSz と Pd-Fe 系規則合金の電子状態を共鳴光電子分光 (RPES) ，高分解能光電子分光

(HRPES) , X線光電子分光 (XPS)，逆光電子分光(IPES)，軟X線吸収 (XAS) における磁気円二色性 (MCD)

といった高エネルギ一分光法を用いて明らかにすることを目的としている。
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